
自
動
車
産
業
の
衰
退

　
世
界
で
は
自
動
車
の
自
動
運
転
化
と
、
カ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
共
同
利
用
）が
進
み
つ
つ

あ
る
が
、
将
来
、
車
の
需
要
が
最
大
で
半
分

ぐ
ら
い
に
減
少
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
名
古
屋
大
学
が
試
算
し
た
結
果
に
よ
る

と
、
名
古
屋
市
名
東
区
の
人
口
が
約
14
万
人

で
、
車
の
所
有
台
数
が
約
７
万
台
で
あ
る
が
、

完
全
自
動
運
転
化
と
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が

実
現
で
き
た
と
す
る
と
、
３
５
０
台
が
区
内

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
呼
び
出
し
て
１
分
以
内
に
迎
え
に
来

る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
あ
る
。

　
自
動
運
転
化
に
よ
っ
て
、
１
台
当
た
り
の

単
価
が
上
が
れ
ば
、
出
荷
額
の
ト
ー
タ
ル
は

減
ら
な
い
が
、
電
気
自
動
車
化
す
れ
ば
、
従

来
の
３
分
の
１
以
下
の
部
品
点
数
と
な
り
、

地
域
経
済
は
打
撃
を
受
け
る
だ
ろ
う
。

産
業
の
多
様
化
戦
略

　
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
は
航
空
機
産
業
の

企
業
城
下
町
で
あ
っ
た
が
１
９
９
０
年
代
の

初
め
か
ら
産
業
の
多
様
化
戦
略
を
始
め
て
人

口
が
Ｖ
字
回
復
し
た
。
名
古
屋
の
自
動
車
産

業
も
、
あ
と
１０
年
位
は
も
つ
で
あ
ろ
う
が
、
新

し
い
産
業
を
探
す
必
要
が
あ
る
。

　
シ
ア
ト
ル
に
は
、
周
辺
地
域
の
首
長
な
ど

と
一
緒
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
場
が
あ
る
。

名
古
屋
も
産
業
構
造
が
変
わ
る
前
提
で
、
周

辺
の
首
長
な
ど
と
一
緒
に
な
っ
て
ビ
ジ
ョ
ン

を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

リ
ニ
ア
イ
ン
パ
ク
ト
に
伴
う
産
業
展
開

　
リ
ニ
ア
が
名
古
屋
に
来
て
も
、
産
業
や
雇

用
、
定
住
人
口
は
、
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と

思
う
。
む
し
ろ
名
古
屋
支
社
が
必
要
な
く
な

り
、
名
古
屋
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
東
京
に
吸
い
上

げ
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
観
光
客
は
増
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

レ
ゴ
ラ
ン
ド
も
子
ど
も
が
減
っ
て
い
る
時
代

で
あ
る
し
、Ｉ
Ｒ（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）に
よ
る

カ
ジ
ノ
の
整
備
つ
い
て
も
、
地
に
足
が
着
い

て
い
な
い
感
じ
が
す
る
。

　
京
都
の「
花
灯
路
」の
よ
う
に
、
花
見
の
前

の
時
期
に
夜
景
を
演
出
す
る
な
ど
、
既
存
の

観
光
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
穴
を
埋
め
込
む
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。

都
心
に
お
け
る
女
性
就
業
者
の
減
少

　
大
阪
も
名
古
屋
も
、
昼
間
に
都
心
で
働
く

若
い
女
性
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
。
男
女

共
同
参
画
や
一
億
総
活
躍
社
会
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
が
、
管
理
職
へ
の
女
性
登
用
率
は
世

界
の
水
準
か
ら
見
る
と
非
常
に
低
い
。

　
ア
メ
リ
カ
に
は「
エ
ッ
ジ
シ
テ
ィ
」（
周
縁
都

市
）と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
大
都
市
圏
の
中

で
戦
略
を
練
っ
て
各
地
域
の
魅
力
と
、
住
ま

い
と
し
て
の
魅
力
を
備
え
て
い
っ
た
。
名
古

屋
は
少
し
行
け
ば
海
や
山
が
あ
り
、
温
泉
に

も
日
帰
り
で
き
る
と
い
う
利
便
性
が
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
女
性
が
住
み
た
い
、
働
き
た
い
地
域
を

目
指
す
こ
と
が
、
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
る
。

問
合
せ
　
総
務
課

北名古屋市の未来を考える

　
ヤ
フ
オ
ク
！
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す
。

な
お
、
入
札
に
参
加
す
る
に
は
入
札
保
証
金
の
納
付

が
必
要
で
す
。

売
却
財
産
　
公
用
車

　
ト
ヨ
タ
　
カ
ロ
ー
ラ
バ
ン
　
２
台

　
ト
ヨ
タ
　
ハ
イ
エ
ー
ス
　
１
台

申
込
期
間
　
10
月
23
日（
月
）午
後
１
時
〜
11
月
９
日

　（
木
）午
後
２
時

必
要
書
類
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

申
込
み
　
公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム
上
で
参
加
申
し

　
込
み
の
手
続
き
を
し
た
後
、
申
込
書（
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必
要

　
書
類
を
添
え
て
財
政
課
　
へ
。
郵
送
可（
11
月
９

　
日
消
印
有
効
）。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム

　
　 https://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

　※

10
月
23
日（
月
）午
後
１
時
に
案
件
が
公
開
さ
れ

　
　
ま
す
。

郵
送
先
　
〒
４
８
１

－

８
５
３
１（
住
所
不
要
）北

　
名
古
屋
市
役
所
財
政
課
宛

入
札
期
間
　
11
月
24
日（
金
）午
後
１
時
〜
12
月
１
日

　（
金
）午
後
１
時

開
札
日
時
　
入
札
期
間
終
了
後
、
直
ち
に
行
い
ま
す
。

　※

北
名
古
屋
市
公
有
財
産
売
却
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　（
公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　
　
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）を
熟
読
の
う

　
　
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
財
政
課

市
有
財
産
を

　
　売
却
し
ま
す

市
有
財
産
を

　
　売
却
し
ま
す

と　き　11月４日（土）・５日（日）
　　　　午前 10時～午後 3時　
出　店　盆栽・七宝焼などの販売
　　　　南知多観光協会による物
　　　　産販売コーナー

と　き　10月 29日（日）
　　　　午前 10時～午後 3時　
ところ　小ホール
対　象　小学生（小学 1・2・3年生の
　　　　部、小学 4・5・6年生の部）
申込み　10 月 8 日（日）までに文化勤
　　　　労会館または東公民館へ。
※昼食は各自でご用意ください。

平成 29 年度 北名古屋市文化祭

と　き　11月 4日（土）午前 9時～午後 4時　
　　　　　　　5日（日）午前 9時～午後 3時

と　き　11月 4日（土）午前 10時～午後 3時
　　　　【亭主：茶掌会】
　　　　11月 5日（日）午前 10時～午後 3時
　　　　【亭主：東茶道クラブ】
呈茶券　前売券 300円、当日券 400円
※前売券は、10月３日（火）から文化勤労会館、
　東公民館で販売します。

と　き　11月 5 日（日）
　　　　午前 10時～ 10時 25分　
ところ　大ホール

と　き　11月 5日（日）
　　　　午前 10時 40分～ 11時 20分
ところ　大ホール
出　演　天神太鼓　ほか

と　き　11月 4日（土）午前 10時～午後 3時　
ところ　大ホール

と　き　11月 4日（土）午前 9時～午後 4時　
　　　　　　  5 日（日）午前 9時～午後 3時

芸能発表会 菊花展

作品展 お茶会

子ども将棋大会表彰式典 展示販売・物産販売

表彰式典イベント

問合せ　東公民館

10 月 29 日（日）、11 月 4 日（土）・5 日（日）　　と　き ところ 文化勤労会館

　2027 年に予定されているリニア中央新幹線の開業が北名古屋市にどのような影響を与える
のか、それに向けてどのようなまちづくりをしていくべきなのか、4 人の有識者のお考えを伺い
ました。市民のみなさんに北名古屋市の将来を考えていただく参考として、その概要をお伝え
します。

第 7 回

青山 公三 氏

【略歴】社団法人地域問題研究所、Urb a n 
Policy Institute所長、京都府立大学教授など
を経て現職。東海地域における自治体の事情
や、関西の自治体、国土計画、関西における都市
圏戦略などに詳しい。

(龍谷大学教授、地域問題研究所理事長)
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